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■ 亀岡市バリアフリー基本構想策定検討協議会委員名簿

 （計14名）

団体での職名等委員氏名構　成　団　体部　　門

会長○　湯浅　英雄千代川町自治会

市　民　委　員

千代川町老人会

会長
　　山根　義近亀岡市老人クラブ連合会

会長

副会長

　　隅田　盛和

　　酒井　忠繁
亀岡市身体障害者福祉協会

事務局役員　　星野　好子亀岡市障害児者を守る協議会

会長　　小川　美加千代川小学校ＰＴＡ

経営学部教授◎　吉中　康子京都学園大学学 識 経 験 者

近畿統括本部企

画課　担当課長
　　荒木　　治西日本旅客鉄道株式会社

公共交通事業者
管理部企画課

課長
　　辻　　栄一京阪京都交通株式会社

交通課　課長　　松尾　誠治京都府亀岡警察署公 安 委 員 会

副所長　　森内　利臣
国土交通省近畿地方整備局

京都国道事務所

道 路 管 理 者 所長　　川嶋　淳一
京都府南丹広域振興局建設部

南丹土木事務所

まちづくり

推進部　理事
　　古林　峰夫亀岡市

政策推進室長　　山内　　勇亀 岡 市

 ◎会長、○副会長　（敬称略）
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■ 策定経過

内　　　　容月年

● 第　回亀岡市バリアフリー基本構想（千代川駅周辺地区）1

策定検討協議会

　・会長及び副会長の選出について

　・亀岡市バリアフリー基本構想（千代川駅周辺地区）の策

定について

　・調査対象地区の概況について

　・その他

12月27日平成24年

○ 亀岡市バリアフリー基本構想（千代川駅周辺地区）の策定

に向けたアンケート調査

　・ＪＲ千代川駅周辺地区に居住する500世帯を対象に実施し

た。回収率は51.6％。

　月18日～31日1

平成25年

○ タウンウォッチング

　・ＪＲ千代川駅周辺地区の重点整備地区内を　班で歩き、2

バリアフリー化に向けた課題を整理。

　・関係団体、策定検討協議会員など21名が参加。

　月　日2 5

● 第　回亀岡市バリアフリー基本構想（千代川駅周辺地区）2

策定検討協議会

　・基礎調査結果について

　・タウンウォッチングの結果について

　・基本構想の目標と整備方針について

　・その他

　月27日2

● 第　回亀岡市バリアフリー基本構想（千代川駅周辺地区）3

策定検討協議会

　・バリアフリー基本構想（案）について

　・その他

　月27日3
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① 調査の目的
　ＪＲ千代川駅周辺地区を対象地域とするバリアフリー基本構想の策定に向けて、ＪＲ千代川駅周

辺地区に居住する人などを対象として、生活関連施設・生活関連経路等に関する利用の実態やバリ

アフリー化に向けての意見等を把握することを目的とした。

② 調査の対象
　平成25年　月15日現在でＪＲ千代川駅周辺地区等にお住まいの世帯を対象とし、500世帯を無作為1

抽出した。なお、封筒のあて名の方だけでなく、同居のご家族の生活を踏まえての回答を依頼して

いる。

③ 調査票の配布
　郵送による配布回収

④ 調査の期間
　平成25年　月18日（金）～平成25年１月31日（木）1

⑤ 回収の状況
　回収は258件あり、51.6％の回収率が得られた。

■ 「亀岡市バリアフリー基本構想（千代川駅周辺地区）」の策定に
向けたアンケート調査結果

１．調査概要
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① 居住地
　「千代川町」が最も多く64.0％、次いで「馬路町」が8.9％などとなっている。

（千代川町内の居住地区）

　「今津」が最も多く23.6％、次いで「小林」、「千原」が13.9％などとなっている。

（１）回答者属性

２．調査結果
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② 日常生活での移動のしづらさがある家族の有無
　「いる」が31.4％、「いない」が67.1％となっている。

   

③ 日常生活での移動のしづらさの具体的理由
　「杖や歩行器などを使っている」が最も多く40.7％、次いで「こまめな休憩が必要である」が34.6％、

「多目的トイレが必要である」が28.4％などとなっている。
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① 千代川駅周辺で利用頻度の高い施設
　「スーパー・商店」が最も多く93.4％、次いで「銀行」が64.0％、「病院・医院」が50.8％などと

なっている。

② 道路の利用のしやすさ
　「どちらかといえば利用しやすい」が最も多く35.3％、次いで「どちらかといえば利用しにくい」

が29.1％などとなっている。

（２）生活関連施設・生活関連経路について
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※　調査にあたり仮生活関連経路を設定し、それを記載した地図を確認しながら回答できるようにした。本調査でいう

「道路」はこの仮生活関連経路を示しており、タウンウォッチングの調査経路にもなっている。
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③ 道路利用時に困ることの有無
　「ある」が56.2％、「ない」が25.6％となっている。

   

④ 道路利用時に困ることの具体的理由
　「歩道がない又は途切れている」が最も多く52.4％、次いで「車の往来が多い」が47.6％「歩道

の幅が狭い」が46.2％、「段差があるなど路面が悪い」が29.7％などとなっている。
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⑤ バス停へのアクセスや乗り降りについて

【バス停へのアクセス】

　「利用しやすい」「どちらかといえば利用しやすい」がともに27.3％、「どちらかといえば利用し

にくい」が21.2％などとなっている。

【バスの乗り降り】

　「利用しやすい」が最も多く33.3％、次いで「どちらかといえば利用しやすい」が18.2％、「どち

らかといえば利用しにくい」が15.2％などとなっている。
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① 駅舎やホームの利用のしやすさ
　「利用しにくい」が最も多く22.1％、次いで「どちらかといえば利用しやすい」が20.2％、「どち

らかといえば利用しにくい」が18.6％などとなっている。

② 駅舎やホームの利用時に困ることの有無
　「ある」が58.9％、「ない」が16.7％となっている。

（３）ＪＲ千代川駅について
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③ 駅舎やホーム利用時に困ることの具体的理由

【駅全体について】

　「改札が使いにくい」が最も多く28.9％、次いで「券売機が使いにくい」が23.7％となっている。

【駅構内の移動について】

　「エレベーターやエスカレーターがない」が最も多く65.1％、次いで「階段がすべりやすい・つ

まずきやすい」が57.9％、「階段の勾配がきつい」が38.8％、「電車が遅れる時や緊急時などの文字

案内がない」が36.8％などとなっている。
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【駅のトイレについて】

　「トイレが使用しにくい」が最も多く27.6％、次いで「車いすにも対応した多目的トイレがない」

が24.3％となっている。

   

【ＪＲ千代川駅利用時に困ること】

　自由記述として75件の記入があり、これらの内容を整理・分類した。以下のとおり、駅の設備等

について31件、ホームについて29件などとなっている。

○ 駅の設備等について 31

　・トイレが使いにくい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 6　　

　・券売機の増設と改善をしてほしい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 6　　

　・エスカレーター・エレベーターを設置してほしい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5　　

　・スロープを設置してほしい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5　　

　・階段を改善してほしい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4　　

　・電車遅延のアナウンスをしてほしい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3　　

　・駐在員不在が多い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2　　

○ ホームについて 29

　・ホームの屋根がほしい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14　　

　・ホームが狭い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13　　

　・待合室がほしい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2　　

○その他 15

　・駅東側は広場がないため、車での寄り付きが困難である ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3　　

　・千代川駅に地下道を設置してほしい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3　　

　・バスの本数を増やしてほしい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3　　

　・駅東側の通路が狭い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2　　

　・その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4　　
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 ④ バリアフリーの観点から改善・整備等を図るべきこと
　「階段の改善」が最も多く58.5％、次いで「エレベーターの設置」が48.4％、「通路及びプラット

ホームの改善」が38.4％などとなっている。

【千代川駅をバリアフリーの観点から改善・整備等を図るべきこと】

　自由記述として73件の記入があり、これらの内容を整理・分類した。以下のとおり、駅構内等の

改善について54件、駅周辺の環境について11件などとなっている。

○ 駅構内等の改善について 54

　・駅構内や周辺の改善をしてほしい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12　　

　・エレベーターやスロープを設置してほしい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10　　

　・駅東側の通路を改善してほしい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 6　　

　・ホームに屋根を設置してほしい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5　　

　・ホームが狭い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5　　

　・地下道など東側と西側をつなぐ自由通路がほしい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4　　

　・券売機の増設と改善をしてほしい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4　　

　・高齢者や障害者が利用しやすい駅にしてほしい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3　　

　・新駅舎に図書館や役所などのコミュニティ施設がほしい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2　　

　・その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3　　
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○ 駅周辺環境について 11

　・東駅前広場を整備してほしい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3　　

　・駅前道路の不法駐車が多い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2　　

　・駅周辺に駐車場がほしい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2　　

　・国道　号西側に歩道がほしい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2　　9

　・国道　号を凸凹の少ない道路にしてほしい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2　　9

○ その他 8

　・バスの本数を増やしてほしい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2　　

　・その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 6　　
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【アンケート調査票】 
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■ 用語解説

【い】

○ 移動円滑化基準  

　交通バリアフリー法施行に伴い主務政省令

で定められた、旅客施設、車両、道路、信号

機などに関するバリアフリー化の技術基準。

○ インターロッキング舗装 

　コンクリートブロックの側面の凹凸によっ

てブロック同士が噛み合った状態で敷き詰め

られた舗装。景観性にも優れ、広場や歩道な

どの舗装に用いられる。

【く】

○ グレーチング  

　側溝などの転落防止用の蓋。金属製で、雨

水などが側溝に流れ込むようにした金網状の

蓋。

【し】

○ 視覚障害者誘導用ブロック 

　視覚障害者に対する誘導又は段差の存在等

の警告若しくは注意喚起を行うために路面に

敷設されるブロックをいう。線状ブロックと

点状ブロックがある。

【た】

○ 多機能トイレ 

　高齢の人や障害のある人等の利用に配慮し、

手すりや緊急連絡ボタンが設置されたものや、

車いすでも使用できる広さをもったもの、乳

児のオムツ替えのためのスペースをもったも

のなど、各種の利用を想定されたトイレ。

 

【て】

○ 低床バス 

　床面の地上面からの高さが65㎝以下(通常

は90cm程度)であって、スロープ板及び車いす

スペースを１以上、乗降口と車いすスペース

との間の通路の有効幅は80㎝以上であること

などの移動円滑化基準で規定されている設備

が備えられているバス等のこと。

【と】

○ 特定事業 

　バリアフリー新法に基づく、公共交通特定

事業、道路特定事業、路外駐車場特定事業、

都市公園特定事業、建築物特定事業、交通安

全特定事業をいい、基本構想に即した特定事

業計画を各事業主体が作成し、「移動円滑化基

準」に適合させて、原則として目標年次（平

成32年）までに事業を完了させなければなら

ないことになっている。

○ 特定旅客施設 

　１日あたりの平均的な利用者数が3,000人

以上であること、または相当数の高齢者、身

体障害者等の利用が見込まれることなどの要

件に該当する旅客施設。

【の】

○ ノーマライゼーション 

　「障害のある人の生活状態が、障害のない

人の生活状態と同じであることは、障害者の

権利である。障害者は、可能な限り同じ条件

のもとに置かれるべきであり、そのような状

況を実現するための生活条件の改善が必要で

ある」とする考え方。
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【ひ】

○ ピクトグラム 

　文字に代わって事物や概念を伝えるために

作られる図形（絵文字、絵ことば）の総称。

これまで多種多様に使用されてきたが、国土

交通省が標準化を推進しており、平成14年に

104項目がJIS（日本工業規格）化されている。

【ふ】

○ フラット型歩道 

　歩道等面と車道等面の高さが同一で、縁石

により歩道と車道を分離する歩道構造。連続

した平坦性が確保できるが、視覚障害者に

とって歩車道境界が認識しづらいことや、路

面排水が車道から歩道に流入する欠点がある。

【ほ】

○ ポケットパーク 

　わずかなスペースを利用して都市環境を改

善しようとする小規模な公園で、都心部のビ

ルの一角や密集した住宅市街地の中に設けら

れるもの。都市景観の向上や都市アメニティ

（快適さ、心地よさ）の創出のための重要な

要素となる。 

【ま】

○ マウンドアップ型歩道 

　歩道等面と縁石天端の高さが同一である歩

道構造。明確な歩車道境界の分離が可能であ

るが、車両乗入れ部や横断歩道接続部等です

り付けが必要となるため、連続した平坦性が

確保出来ないという欠点がある。
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